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なお， i湛水土壌中直播機Jもすでに商品化(ヤンマ 農機〉されている(日経産業新聞. 1983年2月16日付;。
(住〉は筆者によあ。
日本農業機械工業D企業類型 (243) 99 
も含めてその数は4141土を数える日。これを従業者規模別で見ると， 1，000人以












100億円以上 2 1.4 
10億""，100億円 8 5.7 
1 億~10億円 22 15.7 
5 ，000万~1 億円 16 11.3 
1，000万""'5，000万円 63 44.7 
1，000万円未満 30 21.3 
合 官十 141 100 
[資料〕 新農林社『主要農機商ム業信用
録Jl1981年，より作成。
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5，000人以上 2 1.1 
1，日目。人~5，000人 8 5.7 
500人"，-，1，000人 6 4.2 
300人~.500人 9 6.4 
100人~300人 39 27.6 























































捌 1 資本金|僻者数| 売上高田円1 • 1Iin'l:Jt 
沼万円)1 人)1総売上高| うち農機部門・構成比 | 
久保田鉄工戸官副 65，6751ー…1 1町町広 I~得税法第七
ヤンマー農機?些)… _~~941_122，617 1 親切鞠ヤ|量豊富ば需伊6 ，
セイレイ工業Elitじ竺1_ 2~出品2570星回!智弘産業柳l その
本田技研工業|東京〈浜松)1 担問 山 LO…甑8続出品機|駒子弘日車2丘四
石川l島芝浦機械|東京備制 山 1，745140，501 1トヲrii?8h81開 21G消防
ァ|東京(E引 2，0171 …1叫コ三171務Lチェ|韓併:桂襲警26￥
ピン|東京(沼津)1 日o1 判削91重苦手:韓日|離:

























































エ~~I 耕転機|トラクタ=l田植機 1 コンパイシ|バインダー
久保田鉄工 15.6 34.9 30.2 29.7 43.3 
ヤンマー農機 12.1 18.0 17.2 26.1 27.5 
兼業企業小計 27.7 52.9 47.4 55.8 70.8 
井関農機 12.5 15.6 33.7 24.8 15.1 
三菱農機 6.8 9.6 11.8 15.7 9.2 
専業f企業f卜計 19.3 25.2 45.5 40.5 24.3 
そ の イ也 53.0 21.9 7.1 3.7 4.9 
合 100.0 100.0 10日。 100.0 100.0 
備考生産台数〈台〉 82，600 101，500 
[資料] 京都府経済農業協同組合連合会「農業機械技術指導員大会資料J1981年， 8ベー ジ，よ
り部分的加筆り上，引用。
(注)1 耕転機の「その他」の欄には，石川島芝浦機械7.7%と富士ロピン24.0;百を含んでし占。



































































は， とりわけ '(1)主力製品の脱穀機や籾摺機の生産で手杯である。 (2)耕転機の生産を始めれ
ば，久保田と競合し，これまで両社が提携じてき介販売ネットにひびが入忍 I(井関農揖札前調



































13) ヤンマー ディー ゼルの発展史については，ヤンマ ディー ゼル株式会社「ヤンマ←50年小史j/'
日本農業機械工業の企業類型 (251) 107 
作所が， 1917年から石油発動機生産に着手 L，1921年にヤYマーの商標ではじ
めて農業用右油発動機を発表しミ，動力籾摺機の販売を開始した。 1933平に小

























15) 岸田義国編『農機工業の変遷一一戦櫨2C年(1945-65年)~新農林社. 1965年， 76へー ジ。ま
た同耕転機ほ， I小型で重心が低<，安定し取扱いが容易で，且つ伝噂装置も直結方式を採用
するから，伝導効率も高い」という評判であった〈向上， 73ベー ジ〉。さらに同機に関する技術ノ







































¥、の良さが次のように記されている。つまり j 本田の耕転機の出現によって「これまでのメ カー
の技術的水準というか技捕の殻を破ると同時にこれまでの業界においてはかつてみられなかった
合金品 r;1it品垂品正 l~ -ë ;';7< よる ιニムl長会 G oh.占』と許価されているのである〈同上1
72へ ジ，傍点は引用者による〉。





































































































































18) 武井昭『日本農業の機械化』大明堂.197J年， 81へ ジ。
19) 高橋，前掲論士， 21l~12ベジ。
目本農笑機械工業の企業主主型 (257) 113 
農協の果たす役割も増大しつつある。一般に農機の国内流通経路は， r商業者
ノレート」と「系統ノレート」の三つに大別される加。企業の出荷段階では商

















20) r商業者ノレ ト」とは， 企業別系列服売会社及び特約后〈代理屈〉 を経由ナる流通経路であ
り，全農，経済連〈県連合会)，単位農協(単協)を通じる経路は「系統ノL トー」と呼ばれる(第
3図を参照)。
21) 七戸長生『農業機械化の動態過程』農業総合研究所， 1974年I 208ベー ジ。




























24) 佐藤造機，前掲社史.60ペー ジo なお. 1962年当時全焼連の扱う農機具年間150億円のうち半
分近くを当社白製品が占めた。たとえは耕転機の場合は実にそ0)70%が旧佐藤造機の製品であ
るといわれでいる。


























25) 三菱農機株式会社「会社経歴需J1980年， 2へ ジ。




























1970 71 72 73 14 75 76 77 78 79 80 年次
[資料〕 井関農機(株〉及び久保田鉄工(株H有価証券報告書総覧J1970-80年よ
り作成。























の輸出目標とLては"'イフが同部門売上高の30%(1980年度， 14%) 農業機械25%(同 19.7 
%)となっているように，むしろ輸出戦略においてハイプに焦点が合わせられようとしているこ
とが注目される〈教育社編『機械業界上位10祉の経営比較J1980午.261-62ベー ジ〉υ なお井関
白輸出については，輸白率が総売上高の約1割しか占めていない。これは久保田のそれに比べる
ときわめて低いものである， cj>"なわち19田年度のみを比較付，ぱ，久保田は337億円(総売上高
に対する割合20%)であるのに対して，井闘は117億円〈同11.9百〉にすぎない(輸出金額は，両社
の「有価証券報告書総覧J19BU年による〕。 とはいえ，最近では「井関が北米向け農機輸出に関
して，伊藤忠商事とほぼ全面的な提携を結ぶことになり，今撞アメりカ向けの輸出機種を順次増
やすこと」を狙っているといわれ日「日本経清新聞J1981年7月27日付朝刊)，今後井関の輸出傾
向は漸次強まることが予想されよう。
118 (田2)
E附記〕
第 132巻第3.4号
本稿は， 1982年経営史学会関西部会11月例会での報告に加筆したものてある。
なお本稿作成に当たり，貴重な資料を提供して下古り，またインタピューに快〈応じ
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